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市の重点課題 学校の重点項目 自己評価 達成状況 学校関係者評価委員会から 改善の方向

希望あふれる未来を
自ら拓く力を育むため
の教育課程の編成

〇探究の方法や発信の方法を自分
で選択して課題解決に向かえる授業
展開を取り入れる。
◯どの学級でも、毎日１回は、タブ
レット端末（ロイロノート等）を活用した
授業を行う。

Ｂ

〇総合的な学習の時間や生活科を中心に、
児童が意欲的に課題解決に向かう姿が多く
見られた。今後は、自己選択の場面を増や
していきたい。
〇約96.2％の児童が授業でタブレットなどの
ICT機器をよく活用していると感じている。
〇79.8％の児童が英語の授業を楽しい、
84.3％の児童が英語の授業がよく分かると
感じている。

○先生方が工夫した授業をしており、子供
たちが、各自、選択して取り組む姿があっ
た。自分で考える力、自分で判断する力を
育てようとしているところがすばらしい。
〇子供たちが英語を聞き取り、話せている。
英語の授業が進んでいると感じた。
〇タブレットを活用し、楽しく授業に取り組ん
でいた。

〇引き続き、児童が意欲的に問題解決に向
かい、力を伸ばせるような課題の内容、提
示の工夫をしていく。
○児童の自己選択の場面を増やしていく。
〇職員の研修を通して、児童が、総合的な
学習の時間や生活科の授業で付けた力を、
他教科でも発揮できるような指導の手だて
を取り入れられるようにする。

コミュニティ・スクール
の機能の充実と岐阜
市型小中一貫教育の
推進

◯ぎふMIRAI’ｓの学習の充実を図
り、地域の方から学ぶことで、地域の
ことを知ったり、自分の生き方につい
て考えるきっかけにしたりできるよう
にする。
◯地域の方に見守り活動や行事等に
参加していただき、児童が地域の方
と関わる機会をもてるようにする。

Ａ

〇ぎふMIRAI’ｓの学習で、子供たちが、地
域の方から多くのことを学び、地域の良さを
実感することができた。また、自分と地域の
関わりについて考えることができた。
〇地域の方の登下校の見守りや給食配膳
支援等や温かい声掛けのおかげで、子供た
ちが安心して生活することができた。

○たてわり地域探検で、大きい子が小さい
子に気を配りながら回っていたり、知ってい
る子が、他の子に説明したりしていてよかっ
た。
〇公民館の授業で、積極的に質問する姿が
よかった。

〇ぎふMIRAI’ｓの学習で、児童が、地域の
方から学び、自分と関わらせて発信したり、
自分の生き方を考えたりできるような力を、
６年間を通して培っていく。
〇ぎふMIRAI’ｓの学習を通して、自分の住
んでいる地域に愛着をもち、その理由を語
ることができる児童を育てる。

あたたかさと働きがい
にあふれる学校づくり

◯互いに声を掛け合うことを心掛け、
相談しあえる雰囲気作りに努める。
◯必然と計画性のある職員研修を位
置づけ、不祥事根絶と危機管理意識
の向上を図る。

Ａ

〇学年や学年部のつながりを大切にし、教
職員の連携を図ることで、相談し合いながら
子供の指導にあたることができた。
〇教員が交代に講師となるミニ研修や各担
当からの研修を行い、教職員の力量や意識
を高めるよう努めた。

〇先生方が工夫した授業をしている。
〇サポートの先生がいて、手厚いと感じた。

〇育てたい児童の姿を明確にし、組織を活
かして、職員が連携して指導を行う。
〇会議の持ち方等を工夫することにより、各
自がタイムマネージメントをし、自分で仕事
をする時間と、チームで協同する時間を効
果的にもてるようにする。

子どもたちが安心して
学べる学校づくり

○子供たちが安心して、安全に生活
できるよう、職員で情報共有を図り、
適切な指導ができるようにする。
○いじめの未然防止、早期発見、早
期対応に努める。
○学校が楽しいと思える児童が全体
の９０％以上をめざす。

Ａ

〇いじめやトラブルの早期発見に努めるとと
もに、事実をきちんと把握し、複数で対応を
検討してあたることで、適切な指導を行うこ
とができた。
〇91.7％の児童が、学校が楽しいと感じて
いる。

〇大きな声であいさつをする等、よくなって
いる。

〇不登校未然防止対策委員会（学年部別
生徒指導委員会）を立ち上げる。多くの人の
考えを出して練り合うことで、効果的な手だ
てを打ち出したり、手だてを明確にしたりす
ることで、いじめ、不登校を未然に防ぐととも
に、児童の笑顔を生み出す。

災害、事故に対する安
全性の確保

○方法を工夫して「命を守る訓練」を
行い、児童の、自分の命を自分で守
る意識を高める。
〇関係機関と連携して職員の研修を
行い、防災意識を高める。万が一、災
害が起こった際に、適切な対応がで
きるようにする。

Ａ

〇児童が自分のいた場所からそれぞれ避
難し、振り返りをする訓練を行ったことで、児
童の、自分で考えてよりよい避難をしようと
する意識を高めることができた。
〇消防署や警察署の方を招いて職員研修
を行ったことで、火災や不審者侵入が起こっ
た際の、適切な対応を学び、職員の意識を
高めることができた。

〇防犯ブザーをつけてもらえてよかった。 〇引き続き、職員研修を行うことで、防災に
対するより高い意識を持てるようにする。
〇児童が、自分で考え、判断し、自分の命
を守ろうとできることにつながる命を守る訓
練を行う。

教育環境と学校財務
環境の整備及び効果
的な活用

○整理整頓を心掛け、児童が安全に
学校生活が送れる環境を整える。学
校内のスペースを有効活用できるよ
うにする。
◯資源を有効活用し、教育環境を整
えるとともに、適正な財務管理を行
う。

Ａ

〇備品点検や環境整備を行った。特に、相
談室の環境を整え、温かい雰囲気にするこ
とができた。
〇事務職員と連携し、必要な物を適切に購
入したり、物を大切に使うことを心がけたり
して、教育活動の充実を図った。

○校舎内が昨年に比べて、とてもきれい。
他校と比べても美しい。掃除が行き届いて
いる。

〇清掃指導の充実を図り、美しい環境が保
てるようにする。
〇引き続き、充実した教育環境や適正な財
務管理が行えるよう努力する。

HPアドレス： https://gifu-city.schoolcms.net/kanounishi-e/
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